

廃校　櫻 (さくら)羽 (ば)小学校には「なっちゃん」という小学校低学年（２年生ぐらい）の
女の子の地縛霊がいる。
なっちゃんはクラスメイトから意地悪をされ、大切にしていたくまのぬいぐるみのキーホルダーを隠されてしまう。
なっちゃんはクマを探したが、見つけたクマには右足がなかった。
なっちゃんは泣きながらクマの足を探し、最中に不慮の事故で亡くなったとされており、度々、小学校の近くでは少女のすすり泣く声が聞こえる。
また、その小学校に足を踏み入れた者は数か月以内に必ず足を怪我するという。
その噂を確かめるべく、有名配信者が肝試しに足を運んだところ、行方不明になった。
ネットの情報に敏感な須々木 (すずき)は有名配信者の行方不明の真相を確かめ、それを　動画として残すことで、卒業で進路がバラバラになる自分達４人の大きな思い出となるのでは、と考え、肝試しに誘う。
【収録内容】

ムービーその１

目的の小学校に到着。
須々木が配信者っぽく自撮り棒にスマートフォンを括り、仲間を紹介したりと、配信者としての挨拶をしている。
映像は、自撮り棒で４人でカメラに校舎を背にして写っている。ものを想像してください。

ムービーその２

なっちゃんとクマの足を探しつつ映像を回していると、途中、なっちゃんが悪霊化する。そして次々にメンバーを襲い始める。
悪霊化したなっちゃんは床を這って移動する。
撮影担当である須々木はとある衝撃で途中、スマートフォンを床に落とす。
故に、スマートフォンのカメラはあらぬ方向を向き、暗闇を映している。
音声のみで、皆が襲われていく様子が生々しく繰り広げられていく

須々木 (すずき)　慎也 (しんや)
ウルフカット
調子に乗りやすい。不測の事態に弱い（パニックになる）　噂好き
チャラい、ネットの流行に敏感。
参考：オリエンタルラジオの藤森慎吾

ムービー１


（小学校に到着後、スマートフォンを取り出して配信の準備を始める。須々木。

[bookmark: _Hlk33817580]須々木　「あー　あー　テステス。配信されてる？　あ。されてるな。
　ハロハローこんばんはー いかがお過ごしでしょうか。　　　　　　　　　　　時刻は午前０時　天気は曇り　２月としては暖かい気温の中お届けします桃山ちゃんねる。俺達は、　桃山 (ももやま)学院 (がくいん)高等 (こうとう)学校 (がっこう)の仲良し４人組でーす。
　今回 俺達は、な、な、なんと！　ウィンチューブの人気配信者 三猿 (さんざる)冒険隊 (ぼうけんたい)が　　　　行方不明となる前向かうはずだった　櫻 (さくら)羽 (ば)小学校に居ます！　」
※三猿 (さんざる)冒険隊のイントネーションですが、サンダルと同じ発音です。
※ウィンチューブはユーチューブの発音で
（スマートフォンを取り出しながら、有名配信者を気取って喋っている。
　その横で、吉田が腕組みをしながら建っている校舎を見やる）

吉田　「見るからに いや～な雰囲気の建物だな。こりゃ……」

[bookmark: _Hlk33817686]須々木「と、校舎を見つめ呟いているのは、我らが桃山学院の赤点上等、吉田 (よしだ) 来人 (らいと)くんでございまーす」
　（吉田にスマホを向ける）

吉田 「なっ、ば、急に向けるんじゃねえ！！しかも何勝手に本名バラしてんだ。訴えるぞこのアホ！」

[bookmark: _Hlk33817722]須々木「こわっ　！ そんな怖い奴からはさっさと逃亡して次のメンバーに移りたいと思います。こちらに立っているのは気弱なアフロヘアー　　　　　　　斎藤 (さいとう)佑 (ゆう)真 (ま)くんでーす」

（建物をボーっと見ていた斎藤。急にスマホを向けられ、びくりと肩を上げる。）

斎藤「えっ、ええええ ⁉　ぼ、ぼく ⁉　え、えと……斎藤です……ハイ」

（緊張でしどろもどろになりながらも向けられたスマホに自己紹介をする）

（斎藤の自己紹介を撮り終えた須々木は、スマホを引く。そして、主人公にスマホを向けるが、自己紹介を拒否される）

[bookmark: _Hlk33817770]須々木「えっ、ダメ？　なんでだよ！　へ？　今度スマホ向けたらスマホ投げ捨てるって、ゴリラかお前！　」
（ 
※主人公の声は入りませんが、対話している雰囲気でお願いします。
（主人公に自己紹介を拒否されるもめげずに校舎を見た感想を述べている）

[bookmark: _Hlk33817804]須々木「いやぁ～ 古い校舎ですねえ～いったい いつ廃校になったんでしょうか」

斎藤「もう、慎也ったらいきなりスマホ向けるんだから。びっくりしちゃったよ」

斎藤「それにしても、怖いなぁ…」
（斎藤は校舎を見て身震いをする）

吉田「なら、着いてこなきゃよかっただろうが」
（吉田は斎藤が怖がりなのを知っている。そのため、何故ついてきたのかと溜息を吐く）

斎藤　「だって、卒業の思い出にって言うから、少しなら大丈夫かなって」
[bookmark: _Hlk33817831]
須々木「十分なるだろ？　卒業の思い出に」

吉田「嫌な思い出にならないといいがな」

斎藤「っ、怖いこと言わないでよ来人 (らいと)」

須々木「大丈夫だっての！　ってなわけで生配信は此処まで。俺たちの報告を楽しみに待っててなぁ～～」

(須々木生配信を終了)
ムービー１　終了




ムービー２

（キーホルダーの捜索も空しく、なっちゃんは悪霊化してしまい、くまの足の代わりに４人の足を求めて、追いかける。４人は固まって廊下を逃げている。
なっちゃんの動きは早くなるばかりで、とうとう、追いつかれそうになる。
その時、吉田は斎藤、須々木、主人公を力の限り突き飛ばした。
その衝撃で、須々木はスマートフォンを床に落とす。
スマートフォンは床に落ち液晶が割れる音がする。しかし、カメラは天井を向いている。

吉田「ぐぁああっ！」
（鋭いような、鈍いような、今まで彼が味わったことがない痛みが彼の体を巡った。
吉田は足を見た。そして理解した。自身の足は、太ももから下が存在していない。


[bookmark: _Hlk33817970]須々木「吉田！」

斎藤「来人！」

（３人は痛みに言葉にならない声でうめく吉田に駆け寄る。
　悪霊と化したなっちゃんは吉田の足を持ち上げ、眺めている。
３人は吉田を安全な場所まで運びたいが、吉田の出血の勢いが酷く、止まらず、動かすに動かせない状況下にあった）

[bookmark: _Hlk33817997]須々木　「くそっ！　とまれよ！　頼むから止まってくれ！　」
（吉田の出血量に須々木は小さなパニックを起こし始めている。

斎藤「布が足りない。慎也、シャツ脱いでネクタイもちょうだい」
（ブレザーを着ていた３人は学校指定のワイシャツとネクタイを惜しまずに吉田の止血にあてる）

斎藤「これで少しは出血が減ってくれるといいけれど」
なっちゃん　「これじゃない…あっちかなぁ…？」
（なっちゃんは吉田の足がくーちゃんの足ではないことに気が付いたようである。吉田はいち早く動向に気が付く）

吉田「もういい、早くしないとお前たちも捕まるぞ！」

[bookmark: _Hlk33818035]須々木「ふざけんな、俺に友達を置いていけっていうのかよ。そんなことできるわけないだろう？」 
（須々木は目の前の吉田の出血量に心が折れかかっている）
斎藤「慎也の言う通りだよ。君を置いてなんかいけな……」

（風を切る音がした。その瞬間、須々木の横で吉田の手当てをしていた斎藤の首がポーンと宙を舞った）
（斎藤の胴体から血が噴き出し、さっきまで動いていたはずの体がみるみる赤に染まり、ばたりと倒れた）
（遅れて転がる斎藤の首。斎藤の首と目が合った瞬間、須々木の中で何かが切れた）

[bookmark: _Hlk33818069]須々木「うわぁあああああああああ！！」音割れ気にせず思いっきり！
（須々木はパニックになり絶叫を上げる）
（なっちゃんが、その声に反応し、こちらを見る）

[bookmark: _Hlk33818089]「っ……！くるな、くるなくるなくるな……来るなぁァアアア！」
（パニック状態に陥った須々木は一目散に逃げていく。友達を置いて）

吉田「…あンのばかっ…！」

（なっちゃんは逃亡した須々木を追って姿を消した）

吉田「慎也のやつを追ってくれ……」


（主人公選択肢①　須々木を追う）

（主人公は唇をかみしめつつ、断腸の思いで須々木が走っていった方向へと走っていく。
後に残されたのは、壊れかけのスマホだった）
吉田「はぁ…はぁ…」
（吉田の痛みを堪える荒い呼吸が２回ほど聞こえる）

ムービー終了












（主人公選択肢②　吉田を放ってはおけない）

（主人公は首を横に振る）

吉田「お前、正気で言ってんのか⁉　いつ死ぬかもしれないこんな状態の俺と、
五体満足の須々木。どっちを助けりゃいいかわかるだろ！」

（声を荒げる吉田だが、主人公は言う。いつ自分が須々木を見捨てると言ったのだ。と
お前も須々木も助ける。そうしなきゃ斎藤が浮かばれないと）

吉田「…わぁった。悪かったよ」

（遠のく主人公の足音…）
ムービー終了






（なっちゃん、無事に成仏　ハッピーエンドルート）

（無事にクマの足を発見した４名。なっちゃんが光に包まれ成仏しようとしているシーンを録画に残そうと須々木はスマホを構える）

「お兄ちゃん、くーちゃんの足を見つけてくれてありがとう」

斎藤「うん。よかったね見つかって良かったね」

[bookmark: _Hlk33818124]須々木「おぉっ！　まさに世紀の瞬間……　！　」

吉田「慎也、お前ちったあ 自重しろよ」
（スマホを構える須々木に溜息をつき やれやれといった感じ）

「バイバイ！」

吉田「次取られたら、俺に言えよ。取り返してやるからよ」

（なっちゃん成仏後…動画を確認する須々木。そこにはばっちりと成仏するなっちゃんの姿が残っていた）

エピローグ


確認しつつ校舎を出るとすでにもう朝が来ていた。
帰宅の道につきながら、４人がのほほんと会話する。

斎藤「それで、その動画、投稿するの？」

（地縛霊の成仏シーンなんてめったに撮影できやしない。あの三猿冒険隊であってもだ。一気に有名になれるチャンスが今目の前にある）

[bookmark: _Hlk33818143]須々木「いや、さすがにこればっかりは投稿できねえよ」

（もう、そこには大切な思い出ができていたから）

吉田「ほほぅ。そこは自重すんだな」

[bookmark: _GoBack]須々木「うるせえな！　オレだってわきまえるっての！」

斎藤「ふ～ん？」

終了


以上になります。

私は台本がどういった形式で書かれているのか知識がありません。
そのため、アクターが演じやすいように、ほかのキャラクターが何をしゃべり、どんな雰囲気なのかといった事を事細かく書かせていただきました。
また、これを読み、ご不明な点がございましたらまよねずのところまでよろしく　お願いいたします。


